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『
移
民
の
時
代
　
　
現
代
世
界
の
国
際
人
口
移
動
」

　
　
本
文
　
　
二
七
五
頁
（
参
考
文
献
等
含
ん
で
三
〇
六
頁
）

受
け
入
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
大
論
争
が
生
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

最
近
は
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
は
い
な
い
。
労
働
鎖
国
主
義
を
徹
底
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
が
、
他
に
理
由
が
あ
り
そ
う
だ
。
ま
ず
、
一
九
九
一
年
六
月

の
入
管
法
改
正
で
と
り
あ
え
ず
不
熟
練
単
純
労
働
者
は
入
れ
な
い
と
し
た

こ
と
や
、
研
修
制
度
の
実
施
に
よ
っ
て
訓
練
を
前
提
と
し
、
帰
国
を
雇
用

者
の
責
任
で
保
証
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
、
当
面
鎖
国
を
守
る
こ
と
で
論

争
に
ケ
リ
が
つ
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
九
三
年
に
引
き
続

く
不
況
と
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、
非
合
法
滞
在
者
と
し
て
の
外
国
人

労
働
者
の
増
大
が
停
滞
し
た
こ
と
も
原
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ

経
済
の
回
復
と
と
も
に
雇
用
情
勢
が
好
転
す
る
と
、
外
国
人
労
働
者
問
題

は
再
燃
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
外
国
人
労
働
者
問
題
に
対
し
て

は
未
だ
に
曖
昧
な
決
着
し
か
つ
い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
再
発

す
る
で
あ
ろ
う
外
国
人
労
働
者
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
推
薦
し
た

い
本
が
今
回
紹
介
す
る
「
移
民
の
時
代
』
で
あ
る
。

紹介と批評

　
現
代
・
未
来
世
界
は
国
際
人
口
移
動
の
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

日
本
で
も
今
や
否
定
す
る
も
の
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
を
抜
き

に
し
て
は
未
来
世
界
や
国
際
社
会
に
つ
い
て
は
語
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も

理
解
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
一
時
日
本
に
外
国
人
労
働
者
、
と
く
に

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
不
熟
練
・
短
期
滞
在
労
働
者
を
政
府
の
政
策
と
し
て

　
本
書
は
、
国
際
人
口
移
動
問
題
に
つ
い
て
造
詣
の
深
い
二
人
の
著
者
に

よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
一
人
は
、
oQ
お
喜
書
○
霧
5
ω

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ウ
ロ
ン
ゴ
ン
グ
大
学
多
文
化
問
題
研
究
所
所
長
で
あ

る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
だ
か
、
ド
イ
ッ
系
移
民
の
子
供
と
し
て
生

ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ド
イ
ッ
で
活
躍
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
国
す
る

ま
で
、
甚
①
℃
○
一
旨
①
号
葺
。
9
問
轟
⇒
ζ
員
一
で
社
会
学
と
政
治
経
済
学

を
教
え
て
い
た
。
日
本
で
開
催
さ
れ
た
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
シ
ン
ポ
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ジ
ウ
ム
に
も
出
席
し
て
お
り
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
移
民
・
難
民
、
外
国
人

労
働
者
、
多
文
化
主
義
問
題
の
権
威
と
し
て
し
ら
れ
、
ω
0
3
σ
内
8
碧
犀

と
の
共
著
』
ミ
ミ
お
ミ
ミ
妄
ミ
ぎ
奏
a
譜
紋
9
霧
の
G
Q
琳
ミ
9
ミ
傷
言

妄
8
器
ミ
肉
ミ
o
隠
（
0
4
・
＆
d
ヨ
＜
①
吋
。
。
量
℃
国
①
ω
の
」
㊤
お
＼
お
。。
㎝
）

と
、
ヲ
≦
巴
鼠
8
と
の
共
著
康
ミ
鳴
＼
ミ
Q
8
織
、
妄
題
器
ミ
肉
零

、
O
唱
偽
、
o
っ
≧
鳴
ミ
肉
罫
蔚
G
ミ
営
○
試
黛
跨
（
口
暮
○
℃
奉
ω
鉾
一
Φ
○
。
轟
）
は
、

日
本
の
移
民
・
難
民
、
外
国
人
労
働
者
問
題
研
究
者
も
数
多
く
引
用
し
て

い
る
本
で
あ
る
。
↓
九
八
O
年
代
に
帰
国
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民

・
難
民
問
題
、
多
文
化
主
義
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
著
作
を
発
表
し
て
い

る
。
現
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
移
民
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
問
題
評
議
会

委
員
で
も
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
政
策
に
大
き
な
影
響
力
を
も

つ
。
評
者
は
、
一
九
八
九
年
に
『
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
』
（
成
文
堂
、
一
九
八
九
年
）
を
出
版
し
た
が
、
そ
の
た
め
の
調
査
で

は
多
く
の
援
助
を
O
霧
二
8
所
長
よ
り
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
若
手
の
研

究
員
を
配
し
た
多
文
化
問
題
研
究
所
の
活
動
は
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
を
思

い
だ
す
。

　
共
著
者
の
ζ
ゆ
詩
q
●
ζ
≡
霞
デ
ラ
ウ
エ
ア
大
学
政
治
学
準
教
授
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
移
民
研
究
セ
ン
タ
i
研
究
員
、
お
よ
び
』
ミ
鴨
ミ
9
ご
き
匙

ミ
お
、
9
ご
議
陶
Φ
乳
Q
S
の
編
集
委
員
を
勤
め
る
移
民
．
難
民
問
題
の
専

門
家
で
あ
る
。
主
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
米
国
の
移
民
・
難
民
問
題
を
中
心

に
研
究
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
著
作
と
し
て
は
、
肉
o
ミ
蒔
嵩
妄
ミ
ぎ
蕊

言
多
Q
。
。
器
ミ
肉
ミ
起
翁
』
為
肉
ミ
偽
お
言
α
q
㌔
o
N
駐
G
Q
N
肉
ミ
亀
（
遷
・
。
～
y

』
織
ミ
言
嘗
讐
言
α
q
Q
ミ
の
ミ
o
、
ぎ
、
等
o
晦
ミ
ミ
。
っ
、
富
。
っ
8
霧
》
o
ミ

肉
ミ
o
隠
（
ぎ
爵
℃
ぼ
一
喜
ご
ζ
畦
江
蔓
S
詳
q
鳶
ミ
o
登
＆
N
亀
。
つ
。
つ
§
、

qω』

ミ
蔑
α
q
ミ
瓢
§
§
駄
訪
亀
亮
Q
Q
ぎ
N
包
遷
言
罫
亀
℃
・
。
禽
（
註
爵

∪
■
Ω
・
℃
餌
も
ゆ
鼠
B
①
霞
δ
q
）
な
ど
が
あ
る
。

　
さ
て
本
書
は
、
現
代
世
界
が
国
際
移
動
の
時
代
で
あ
る
と
い
う
前
提
を

お
い
て
議
論
を
進
め
、
現
代
世
界
の
国
際
人
口
移
動
（
移
民
・
難
民
、
外

国
人
労
働
者
）
の
原
因
や
プ
ロ
セ
ス
と
、
定
住
・
社
会
統
合
問
題
に
つ
い

て
体
系
的
に
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
達
は
、
「
国
際
人
口
移
動
の
世

界
化
」
、
「
国
際
人
口
移
動
の
加
速
化
」
、
「
国
際
的
移
住
者
の
多
様
化
」
、
「
国

際
的
移
住
者
の
女
性
化
」
の
四
つ
を
現
代
の
国
際
移
動
の
基
本
的
特
質
と

見
倣
し
、
そ
の
観
点
か
ら
、
世
界
中
の
例
を
引
き
な
が
ら
多
面
的
に
国
際

人
口
移
動
の
現
状
と
将
来
に
迫
っ
て
い
る
。
第
三
世
界
か
ら
の
国
際
的
移

住
者
が
、
移
住
す
る
原
因
、
ホ
ス
ト
社
会
で
の
定
着
過
程
、
定
着
後
の
労

働
・
生
活
状
況
、
ホ
ス
ト
社
会
へ
の
適
応
状
況
、
人
種
・
民
族
・
エ
ス
ニ

ッ
ク
関
係
な
ど
に
焦
点
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
近
年
、
日
本
で
も
各
種

の
移
民
・
難
民
、
外
国
人
労
働
者
問
題
に
関
す
る
著
作
・
翻
訳
が
出
版
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
本
は
各
地
域
な
い
し
は
各
国
別
の
事
情
紹
介
と

い
っ
た
傾
向
が
強
い
が
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
り
本
書
は
最
も
体
系
的
で
対

象
も
広
く
、
か
つ
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
見
逃
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
ま
た
、
国
際
社
会
学
の
テ
キ
ス
ト
・
入
門
書
と
し
て
も
利
用
で

き
よ
う
。
と
く
に
国
際
的
な
人
口
移
動
に
つ
い
て
熟
考
し
た
い
と
思
う
も

の
に
は
も
っ
て
こ
い
の
書
物
で
あ
る
。
内
容
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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紹介と批評

〈
目
次
〉

一九八七六五四三二一
〇

序
論
移
民
過
程
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
形
成

一
九
四
五
年
以
前
の
国
際
的
移
住

一
九
四
五
年
以
降
の
先
進
国
へ
の
移
住

移
民
過
程
の
比
較
研
究
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ド
イ
ツ

次
の
波
　
　
国
際
的
移
住
の
世
界
化

労
働
力
と
し
て
の
移
民
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

ニ
ュ
ー
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
社
会

移
住
と
政
治

　
結
論
　
　
新
世
界
無
秩
序
時
代
の
国
際
人
口
移
動

　
そ
れ
で
は
、
本
書
に
つ
い
て
私
な
り
に
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

本
書
の
基
本
的
問
題
意
識
は
、
先
に
紹
介
し
た
寅
ミ
鴨
、
ミ
Q
8
儀
、

O
℃
①
、
o
っ
≧
偽
ミ
肉
罫
蔑
o
ミ
ミ
o
試
蹴
8
（
お
o。
鼻
）
と
同
じ

と
思
わ
れ
る
。
山
Q
鳶
、
ミ
Q
8
叙
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
国
人
労
働

者
の
多
く
の
運
命
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
短
期
滞
在
の
つ
も
り

で
く
る
が
結
局
は
帰
国
せ
ず
に
定
住
し
、
最
終
的
に
は
受
け
入
れ
国
に
永

住
者
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
ホ
ス
ト
社
会
の

受
け
入
れ
を
快
く
思
わ
な
い
人
々
に
よ
る
人
種
主
義
的
な
対
応
に
よ
り
、

彼
ら
は
恒
久
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
く
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
く
に
、
旧
植
民
地
国
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
第
三
世
界
か
ら
の
外

国
人
労
働
者
が
、
低
賃
金
労
働
者
と
し
て
労
働
市
場
の
底
辺
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
く
過
程
と
、
定
住
し
た
外
国
人
労
働
者
の
第
二
世
代
の
社
会
的

葛
藤
・
苦
悩
と
、
社
会
上
昇
移
動
の
際
に
生
じ
る
問
題
を
扱
う
と
同
時
に
、

定
住
化
す
る
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
ホ
ス
ト
社
会
か
ら
の
人
種
差
別
的

な
反
応
と
、
そ
れ
に
対
す
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
側
か
ら
の
抵

抗
に
よ
り
生
じ
る
社
会
対
立
の
上
に
展
開
す
る
政
治
過
程
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
過
程
に
つ
い
て
は
、
今
で
は
多
く
の
人
々
が
理
解
す
る

に
至
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
九
八
四
年
の
時
点
で
ネ
オ
・
ナ
チ
な

ど
の
人
種
差
別
的
運
動
の
激
化
を
も
予
想
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
当
時
の

本
と
し
て
は
、
大
変
先
見
の
明
の
あ
る
議
論
を
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
目
詳
』
α
q
鳴
o
、
ミ
蒔
ミ
蹴
寒
の
方
は
、
論
及
対
象
が
外
国
人
労
働
者

の
み
で
は
な
く
、
移
民
・
難
民
、
外
国
人
労
働
者
↓
般
に
広
が
る
と
同
時

に
、
対
象
地
域
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
全
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
移
民
・
難
民
、
外
国
人
労
働
者
の
動
き
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の

植
民
地
化
の
過
程
に
原
因
が
あ
る
と
し
て
、
山
鳴
ミ
、
ミ
Q
8
亀
よ
り
も

歴
史
的
な
記
述
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
第
一
章
と
第
二
章

で
、
簡
単
に
移
民
・
難
民
、
外
国
人
労
働
者
問
題
に
つ
い
て
の
理
論
的
な

問
題
点
を
論
じ
た
後
、
本
書
は
一
九
四
五
年
以
前
の
国
際
人
口
移
動
に
注

意
を
向
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
現
在
の
国
際
人
口
移
動
が
主
に
、
旧
植
民

地
と
そ
の
宗
主
国
と
の
間
の
動
き
で
あ
り
、
決
し
て
人
々
の
自
由
な
判
断

に
よ
る
自
由
な
国
際
移
動
で
は
な
く
、
現
代
の
国
際
人
口
移
動
は
、
植
民

地
化
や
脱
植
民
地
化
と
資
本
主
義
の
国
際
化
・
世
界
化
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
る
と
同
時
に
、
資
本
家
の
利
益
に
沿
う
よ
う
に
国
際
人
口
移
動
を
先
進
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諸
国
の
政
府
が
、
大
き
く
規
制
し
て
き
た
と
い
う
認
識
を
土
台
と
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
移
民
・
難
民
、
外
国
人
労
働
者
は
、
先
進

国
や
そ
の
他
の
ホ
ス
ト
諸
国
に
か
っ
て
に
や
っ
て
き
た
の
だ
と
考
え
が
ち

な
ホ
ス
ト
社
会
の
人
々
に
警
告
を
あ
た
え
る
。

　
第
三
章
で
植
民
地
時
代
の
宗
主
国
か
ら
植
民
地
へ
の
国
際
人
口
移
動
か

語
ら
れ
る
。
第
四
章
で
は
、
一
九
四
五
年
以
後
の
植
民
地
お
よ
び
旧
植
民

地
か
ら
宗
主
国
や
旧
宗
主
国
へ
の
逆
の
動
き
が
語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
第

三
世
界
か
ら
先
進
諸
国
へ
の
動
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
本
書
は
移
民
・
難

民
制
度
で
あ
ろ
う
と
、
外
国
人
労
働
者
制
度
で
あ
ろ
う
と
、
こ
う
し
た
移

住
者
を
受
け
入
れ
る
ホ
ス
ト
国
は
、
基
本
的
に
低
賃
金
労
働
者
の
調
達
を

第
］
義
と
し
て
お
り
、
移
住
者
の
大
半
は
移
住
後
も
生
活
が
厳
し
い
と
い

う
こ
と
を
指
摘
す
る
（
移
住
労
働
者
の
周
辺
化
）
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
永
住
者
中
心
の
移
民
国
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
低
賃
金

労
働
永
住
者
の
移
住
に
力
を
入
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
、
移
民
国
で
は

な
い
と
し
な
が
ら
も
低
賃
金
外
国
人
労
働
者
を
導
入
し
た
ド
イ
ッ
と
い
う

対
照
的
な
ホ
ス
ト
国
の
比
較
が
な
さ
れ
、
両
者
の
類
似
点
が
指
摘
さ
れ
る

（
第
五
章
）
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
ラ
ッ
キ
ー
・
カ
ン
ト
リ
i
（
評
者
は
こ

れ
を
太
平
天
国
と
訳
し
た
い
）
と
思
う
人
々
に
は
耳
の
痛
い
話
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
移
民
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
非
移
民
国
ド
イ
ッ
の
比
較
に
驚

き
と
疑
問
を
感
じ
る
も
の
は
、
多
分
、
移
民
国
と
非
移
民
国
の
比
較
は
役

に
立
た
な
い
と
い
う
誤
っ
た
先
入
見
に
囚
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
本

章
を
読
む
と
そ
れ
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

　
第
六
章
で
は
、
一
九
八
0
年
代
に
な
る
と
、
低
賃
金
労
働
者
の
調
達
は

宗
主
国
・
旧
植
民
地
間
の
動
き
だ
け
で
は
な
く
、
第
三
世
界
と
先
進
諸
国

と
の
間
、
あ
る
い
は
第
三
世
界
の
間
で
の
人
口
の
複
雑
な
動
き
と
な
り
、

資
本
主
義
の
世
界
化
に
従
っ
て
、
国
際
人
口
移
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
と
論
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
移
動
パ
タ
ー
ン
の
多
様
化
の
な
か
で
、
山

ミ
俺
＼
ミ
Q
8
黛
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
外
国
人
労
働
者
と
い
う

短
期
的
な
移
住
者
で
さ
え
も
、
そ
の
多
く
が
結
局
は
定
着
し
て
し
ま
う
の

で
、
ホ
ス
ト
国
は
移
住
者
を
移
住
者
と
し
て
い
つ
ま
で
も
み
て
い
る
こ
と

は
で
き
ず
、
必
ず
永
住
者
と
み
な
し
て
本
格
的
に
社
会
統
合
策
を
考
え
る

必
要
が
生
じ
、
さ
も
な
い
と
不
安
定
な
人
種
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
が
発
生

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
移
住
者
を
低
賃
金
労
働
者
と

し
て
処
遇
し
続
け
る
こ
と
は
移
住
者
の
間
に
不
満
を
生
み
、
そ
れ
が
彼
ら

を
結
束
さ
せ
る
原
因
と
み
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
い
わ
ゆ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク

集
団
、
つ
ま
り
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
七
章
と
第
八
章
で
移
住
者
の
大
半
が
低
賃
金
、
不
熟
練
労
働
者
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
状
況
と
、
彼
ら
が
特
定
の
職
業
・
社
会
経
済
的
地
位

に
押
し
込
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
社
会
か
ら
差

別
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
を
形
成

し
て
い
く
過
程
が
、
世
界
の
あ
ち
こ
ち
に
生
じ
て
い
る
こ
と
を
、
多
様
な

例
を
示
し
な
が
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
地
域
的
あ
る
い
は
社
会
的
地
位
に

お
い
て
も
あ
る
特
定
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
お
か
れ
た
国
際
的
移
住
者
は
、
本

国
に
い
た
時
は
あ
ま
り
意
識
し
な
か
っ
た
文
化
・
言
語
的
同
質
性
と
同
胞

意
識
を
、
ホ
ス
ト
社
会
で
差
別
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
強
く
感
じ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
（
ニ
ュ
ー
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
）
が
意
識
さ
れ
、
エ

152



紹介と批評

ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
終
的
に
は
、
移
住
者
を
受
け
入
れ
た
国
は
、
定
住
し
エ
ス
ニ
ッ
ク
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
化
す
る
移
住
者
の
定
住
化
と
、
そ
の
社
会
統
合
を
本
格
的

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
が
、
そ
の
際
に
、
ど
の
よ
う
な
人
種
・

民
族
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
対
策
が
利
用
さ
れ
る
か
が
大
い
に
政
治
的
論
議
を
呼

ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
第
九
章
の
メ
イ
ン
テ
！
マ
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、

人
種
差
別
的
な
排
他
主
義
を
訴
え
る
極
右
か
ら
、
多
文
化
主
義
的
な
対
応

を
求
め
る
動
き
な
ど
様
々
な
動
き
が
み
ら
れ
る
と
と
も
に
、
世
界
の
移
住

者
受
け
入
れ
国
の
政
治
体
制
に
よ
っ
て
も
統
合
政
策
が
異
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
移
住
者
は
定
住
者
で
あ
り
、
か
つ
、

お
と
な
し
く
同
化
政
策
や
二
流
市
民
と
し
て
の
地
位
に
甘
ん
じ
る
こ
と
は

な
い
た
め
に
、
結
局
、
受
け
入
れ
国
の
政
府
は
多
か
れ
少
な
か
れ
多
文
化

主
義
的
な
対
応
と
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
社
会
参
加
の
た
め
に
積
極
的
な
努

力
（
差
別
の
撤
廃
と
労
働
市
場
参
加
の
た
め
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
）

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
る
。
著
者
の
一
人
、
○
霧
け
一
8
は
、
　
一

九
八
六
年
に
、
弓
ぽ
碧
8
㌣
名
○
爵
Φ
＝
β
≦
①
馨
Φ
き
国
ξ
暑
9
讐
○
σ
ξ
－

曽
q
．
（
』
ミ
俺
ミ
＆
ご
き
＆
ミ
お
、
§
ご
嵩
助
Φ
言
鳴
ミ
）
を
発
表
し
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
問
題
は
完
全
に
定
住
者
問
題
と
な
っ
た
と

主
張
し
て
い
る
が
、
も
は
や
、
外
国
人
労
働
者
問
題
で
は
な
く
彼
ら
の
社

会
統
合
こ
そ
問
題
と
な
る
と
い
う
視
点
が
、
本
書
に
も
生
き
て
い
る
こ
と

に
注
意
し
た
い
。

　
も
し
、
従
来
の
よ
う
に
移
住
者
を
低
賃
金
労
働
者
、
社
会
の
ア
ウ
ト
カ
ー

ス
ト
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、
世
界
各

国
は
移
住
者
に
よ
り
多
民
族
・
多
文
化
社
会
化
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
か

く
し
て
世
界
中
の
国
民
国
家
は
社
会
不
安
を
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

経
済
統
合
の
進
む
現
代
世
界
で
は
、
国
民
国
家
は
国
際
人
口
移
動
に
巻
き

込
ま
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
か
ら
、
世
界
の
国
々
が
不
安
定
と
な
る
に
違

い
な
い
。
つ
ま
り
、
今
後
、
人
種
・
民
族
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
問
題
が
各
地
で

発
生
し
、
従
来
通
り
の
対
策
で
は
冷
戦
後
に
新
世
界
秩
序
が
登
場
す
る
の

で
は
な
く
、
新
世
界
無
秩
序
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
と
本
書
は
論
じ
て

い
る
。
こ
の
点
で
は
、
一
九
九
二
年
に
．
S
詳
≧
恥
ミ
巧
○
、
ミ
b
豹
o
義
ミ
、

（
『
世
界
』
九
三
年
九
月
号
参
照
）
を
発
表
し
て
、
民
族
問
題
の
今
後
の
展
開

を
予
測
す
る
B
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
同
じ
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
る
こ
と

が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
議
論
の
な
か
で
著
者
達
は
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
問
題
に
つ
い
て
も
論
じ
、
国
際
人
口
移
動
に
女
性
が
増
加
す
る
と
、

女
性
差
別
問
題
も
加
わ
り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
は
複
雑
に
な
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。

　
第
一
〇
章
で
は
、
今
ま
で
の
議
論
の
ま
と
め
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
資

本
主
義
の
世
界
化
は
続
き
、
今
後
も
国
際
人
口
移
動
は
拡
大
す
る
と
思
わ

れ
る
た
め
、
と
く
に
、
低
賃
金
労
働
者
の
第
三
世
界
か
ら
の
先
進
国
へ
の

動
き
は
強
ま
る
で
あ
ろ
う
と
警
告
す
る
。
こ
の
移
動
圧
力
を
弱
め
る
に
は

先
進
諸
国
に
よ
る
第
三
世
界
へ
の
援
助
が
拡
大
し
、
第
三
世
界
に
お
け
る

職
の
創
出
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
著
者
達
は
、
現
在
の
資
本
主
義

体
制
下
で
は
多
国
籍
企
業
に
よ
る
新
植
民
地
主
義
の
動
き
も
み
ら
れ
る
た

め
、
こ
れ
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
解
決
手
段
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
基
本
的
に
は
、

異
文
化
・
異
言
語
の
人
々
を
先
進
諸
国
は
受
け
入
れ
て
、
彼
ら
を
多
文
化
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主
義
の
も
と
で
社
会
統
合
し
て
い
く
こ
と
が
、
当
面
は
も
っ
と
も
望
ま
し

い
の
で
は
な
い
か
と
結
論
す
る
。
そ
れ
は
、
貧
因
な
地
帯
か
ら
く
る
人
々

に
対
す
る
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
所
得
配
分
の
方
法
と
し
て
は
、
最
も
適
切

で
現
実
的
な
手
段
で
あ
り
、
新
世
界
無
秩
序
を
防
ぐ
手
段
と
な
る
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
以
上
の
よ
う
に
現
代
の
国
際
人
口
移
動
の
歴
史
的
な
動
向
、

お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
は
な
い
世
界
的
な
視
野
か
ら
多
角
的
に
移
民
・

難
民
、
外
国
人
労
働
者
問
題
を
論
じ
て
い
る
が
、
山
偽
誌
、
ミ
Q
8
鈍
に

比
較
し
て
、
多
少
、
論
述
の
対
象
や
そ
の
対
象
期
間
が
広
が
っ
た
た
め
、

教
科
書
的
で
平
板
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
し
、
実
際
、
教
科
書
的
す
ぎ
る

か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
前
書
に
比
べ
多
文
化
主
義
に
よ
る
社
会
統
合

に
、
大
き
な
希
望
を
み
て
い
る
点
で
か
な
り
楽
観
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

多
分
、
著
者
の
一
人
O
霧
江
①
。
D
所
長
が
、
山
偽
ミ
、
ミ
Q
8
儀
を
書
い
た

後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
国
し
て
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
中
庸
で

健
全
な
多
文
化
主
義
の
発
展
に
、
あ
る
程
度
期
待
を
抱
く
こ
と
が
で
き
た

か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
日
本
で
は
多
文
化
主
義
の
極
端
で
分
離
主
義
的
な
動
き

が
近
年
紹
介
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
多
文
化
主
義
は
多
国
籍
企
業
に
よ

る
国
際
的
労
働
市
場
形
成
の
た
め
の
誰
弁
的
言
説
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
疑

問
も
表
明
さ
れ
て
お
り
、
多
文
化
主
義
に
対
す
る
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る

が
、
他
方
、
国
際
人
口
移
動
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
か
つ
て
の
人
種
差
別

や
強
制
同
化
主
義
へ
の
回
帰
が
不
可
能
な
こ
と
も
確
か
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
安
易
な
多
文
化
主
義
の
否
定
は
危
険
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
（
評

者
自
身
は
、
多
様
な
多
文
化
主
義
の
類
型
の
存
在
を
想
定
し
、
中
庸
な
も

の
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
著
『
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

の
政
治
社
会
学
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
、
と
く
に
第
七
章

を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

　
残
念
な
が
ら
、
本
書
で
は
具
体
的
な
多
文
化
主
義
あ
る
い
は
多
文
化
主

義
政
策
に
つ
い
て
十
分
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
多
文
化
主
義

に
懸
念
を
も
つ
人
々
に
は
、
不
満
を
残
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

長
い
経
験
を
も
つ
移
民
・
難
民
、
外
国
人
労
働
者
問
題
研
究
者
に
よ
る
、

具
体
的
な
多
文
化
主
義
論
を
聞
き
た
か
っ
た
も
の
に
も
不
満
が
残
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
国
際
人
口
移
動
の
展
開
が
多
文
化
主
義
を
な
ん
ら

か
の
形
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
読
者
が
懸
念

し
て
反
対
す
る
前
に
、
ま
ず
、
多
文
化
主
義
に
つ
い
て
熟
考
せ
ざ
る
を
得

な
い
世
界
情
勢
を
理
解
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
に
本
書
の
主
眼
が
あ
る

と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
目
的
は
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

確
か
に
著
者
達
は
、
本
書
第
二
章
で
移
住
者
が
永
住
者
に
な
る
過
程
（
移

住
過
程
の
四
段
階
モ
デ
ル
）
を
論
じ
て
、
新
し
い
社
会
統
合
政
策
の
必
要

性
が
あ
る
と
論
じ
る
も
の
の
、
国
民
国
家
の
政
治
体
制
（
政
治
体
制
の
四

モ
デ
ル
）
の
違
い
に
よ
っ
て
対
応
も
異
な
っ
て
く
る
と
し
て
い
る
。
し
か

し
そ
れ
で
も
、
今
後
、
多
文
化
主
義
を
簡
単
に
否
定
で
き
る
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
と
い
う
点
は
明
確
に
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
本
書
は
、
教

科
書
的
な
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
が
、
逆
に
そ
の
た
め
に
い
わ
ん
と
す

る
こ
と
は
明
確
に
な
っ
た
と
同
時
に
、
そ
の
論
証
の
た
め
の
例
は
豊
富
で
、
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さ
す
が
に
長
年
に
わ
た
り
移
民
・
難
民
、
外
国
人
労
働
者
問
題
研
究
に
携

わ
っ
て
き
た
著
者
達
の
書
物
で
あ
る
と
い
う
感
想
を
も
て
る
。

　
さ
ら
に
、
本
書
に
は
、
従
来
、
国
際
的
人
口
移
動
と
人
種
・
エ
ス
ニ
ッ

ク
問
題
が
別
々
に
論
じ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
点
を
反
省
し
、
な
ん
と
か
双

方
の
問
題
を
統
合
的
に
考
え
ら
れ
な
い
か
と
い
う
視
点
が
み
ら
れ
る
。
こ

れ
は
、
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
か
否
か
の
問
題
を
議
論
し
て
い
る

間
に
、
既
に
多
く
の
定
住
外
国
人
が
発
生
し
て
、
人
種
・
民
族
・
エ
ス
ニ

ッ
ク
問
題
が
ホ
ス
ト
社
会
に
発
生
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
際
人
口
移
動
を

完
全
に
国
家
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
う

し
た
人
々
が
国
民
と
な
っ
て
も
、
周
辺
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
な
い
よ
う
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
、
国
際
人
口
移
動
の
宿

命
論
を
受
け
て
入
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
宿
命
論
と
い
う
よ

り
は
積
極
的
に
国
際
人
口
移
動
が
生
じ
て
、
そ
れ
が
世
界
的
に
み
て
人
々

の
福
祉
の
増
進
と
平
準
化
に
向
か
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

無
制
約
な
受
入
論
を
勧
め
る
こ
と
が
本
書
の
目
的
で
は
な
い
し
、
受
入
に

慎
重
な
立
場
に
も
理
解
を
示
す
が
、
日
本
で
も
こ
の
よ
う
に
世
界
的
視
点

か
ら
国
際
人
口
移
動
論
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
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